
 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

 今回体験を行った「中山間地域研究センター」は、

全国で唯一、中山間地域を総合的・専門的に研究す

る施設です。飯南高校の近くにあるからこそ実現で

きているこの活動に、たくさんの方々が協力してく

ださり、生徒たちは多くのことを感じ、学ぶことが

できました。 

 講義では、中山間地域の特徴や課題に加え、林業、

医療、福祉について詳しく話を伺いました。 

中山間地域の現状や課題をただ知識として学ぶだけでなく、自分の生活や将来の

関わり方について考えるきっかけになった。特に『地域の人々の努力や工夫』に触

れることで、持続可能な地域づくりに興味を持つようになった。  

飯南町では高齢化率が高いと知り、改めて助け合いが大事だと思った。いつも地

域の方に見守り育てていただいているからこそ、私も高齢者の方たちへの支援を

していきたいと思った。 

 

 当日は雨天だったため、森林セラピー体験はでき

ませんでしたが、以下の６つの体験の中から各自２

つを選んで体験しました。その後、体験した内容を

スライドにまとめ、各班で発表を行いました。体験

内容だけでなく、疑問に感じたことやその答えも盛

り込まれており、活発な質疑応答が行われました。

聞き手は、自分が体験していない活動についても理

解を深め、視点を広げることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では、昨年度から２年生全員が課題研究を行

っています。課題研究では、「自分の好き」と「誰かの

困った」を掛け合わせ、地域の方を喜ばせることに

挑戦しています。２年生は１３班に分かれ、班ごと

に研究テーマを設定し、活動してきました。 

今年度は、早い段階で「資源獲得プレゼン」を実

施し、アイデアに共感していただいた地域の皆様か

ら、知っている人材や知恵に関する情報提供をして

いただきました。 

 今年度は３年生の課題研究を引き継いで動き出

した班や、これまでにない視点からテーマを設定し

た班もあり、約１年後の「軌跡発表会」に向けた取

り組みが楽しみになりました。 

地域の方々からは、「一緒に協力できそう」「〇〇

をしてみたらどうか」などの声をいただき、生徒た

ちがさらに一歩踏み出すための資源を得ることが

できました。ありがとうございました。今後も、ご

協力よろしくお願いします。 

 

手元に届ける五感でリフレッシュ 

スポーツを通して運動不足の解消を 

遊びを通して子どもたちに自然の魅力を知ってもらう 

お菓子作りで高齢者と子どもの関わりを増やそう 

ペットも人も笑顔になれる、飯南町の食材  

子どもと自然を合わせた遊び方  

イベントの「情報発信」を強めよう 

高齢者を笑顔にしよう 

集え！飯南町の子ども達 

使いやすい「い〜にゃん PAY」 

子どものやりたいことを実現させる 

「アグサポ」～地域の未来へ、高校生が動く～  

幅広い世代のからだを使う機会を増やす!! 

１１班 

１２班 

１３班 

１４班 

１５班 

１６班 

２１班 

２２班 

２３班 

２４班 

２５班 

２６班 

２７班 

生生活、大学入試対策などについて、貴重な話をし

てくださいました。大学進学を目指す生徒や理工系

の学部に興味を持つ生徒、推薦入試での受験を考え

ている２・３年生が参加し、卒業生の体験談に耳を

傾けました。 

具体的なエピソードを交えながらの説明で、生徒

たちは熱心にメモを取りながら聞き入っていまし

た。生徒からの質問にも一つひとつ真摯に答えてい

ただき、参加者にとって非常に有意義な時間となり

ました。 

生徒たちは大学生活の具体的なイメージを持つ

ことができ、進路選択への意識が高まったようで

す。伊藤さんの言葉から、目標に向かって努力する

ことの大切さや、主体的に学ぶ姿勢の重要性が伝わ

ってきました。ありがとうございました！ 

 ９月に実施した献血セミナーで、１０月に行われ

る献血の告知がありました。そして、献血基準（男

性１７歳～、女性１８歳～など）を満たす生徒が献

血の意思を示してくれました。 

会場では、説明・受付・事前検査などの流れを経

て、献血に臨みました。参加した生徒たちは、「セミ

ナーを受けて、人を助けたいと思った」「思ったよ

り工程が少ないことが分かって、受けてみようと思

った」「献血を定期的に受けている先生の影響を受

けて、献血してみようと思った」など、動機を教え

てくれました。 

 一人ひとりが自分の思いを 

持って参加した今回の献血。 

２年連続で献血した生徒は、「今後も機会を見つけ

て、献血を続けたい」と話してくれました。セミナ

ーで学んだ、若年層の献血者数が減っている現状を

踏まえると、こうした意識の高まりが今後の献血活

動にとって大きな力になると感じます。 

当日は、ＪＲＣ部の生徒も会場に同行し、献血記

念品の配布などのサポートを行いました。献血を受

ける人だけでなく、支える立場としても、貢献する

ことができました。 

生物物理学の第一人者でいらっしゃる澤井先生

をお招きし、「『自己組織化』で世界を眺める」と題

してご講演いただきました。 

 雪の結晶の形がどのように生まれるのか、サッカ

ー観戦のウェーブやＳＮＳの流行がどのように広

がっていくのか。先生は、私たちの日常に潜む現象

を例に挙げながら、生物の細胞のふるまいから社会

の動きに至るまで、幅広く分かりやすく解説してく

ださいました。 

生徒からは、「難しい言葉だと思っていた『自己

組織化』が、人口や地域の課題とつながることに気

づき、生命地域学を通して地域に貢献したいと思っ

た。」「ＳＮＳや渋滞の例を通して、生物学と社会の

現象がつながることがわかった。」などの感想があ

りました。こうした感想からも、生徒たちが学問の

奥深さを体感すると共に、自らの将来や地域の学び

に結びつけようとしている姿がよく伝わってきま

した。 

各班の発表の様子は 

こちらからご覧ください。 

在籍する 

学部紹介・  

専門分野の 

特徴など 

授業の 

履修方法 

サークル活動や

アルバイトに 

ついて 

試験勉強の

工夫 

【令和５年度卒業生 伊藤慶祐さん】 

 卒業生の伊藤さんが飯南高校に来校し、

島根大学材料エネルギー学部の紹介や、学 

今回のプレゼンでは、飯南町の取り組み「大人の生命地域学」

とのコラボレーションも実現しました。発表者は佐々木康弘さん。

取り組んでおられる課題や求めておられる資源が具体的で分か

りやすく、生徒にとってとても参考になる内容でした。 

【東京大学教授 澤井哲先生】 

第一線で活躍される研究者や社会人の方の講演、また研修旅行や美術鑑

賞・演劇鑑賞と教科を結びつけた学びを実施します。これらの活動を通して 

“ホンモノ” と出会い、新しい視点を得て、後半の生命地域学につなげてい

きます。 

この授業もその一つです。 

その他の研修や授業の様子は、来月号でお伝えします！  



 

１２日（水）放課後家庭学習日 

１３日（木）ＳＣ来校（午前：菅先生） 

１８日（火）１年生飯南ジョブトーク 

１９日（水）３年１組課題研究軌跡発表会 

２０日（木）試験発表 

２７日（木）期末試験（～１２月２日） 

４日（火）人権週間（～７日） 

     公開授業旬間（～１４日） 

５日（水）人権教育ＬＨＲ 

     雲南地区高体連体育大会 

６日（木）ＳＣ来校（午前：菅先生） 

ＳＣ来校（午後：飛田先生） 

島根県高等学校テニス新人大会（個人の部） 

【女子ダブルス】３ペア出場 

  吉川愛和・原菜月   

  倉橋結奈・渋谷和子  

【女子シングルス】４名出場 

  原菜月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾１０月号 令和７年１０月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

島根県高等学校秋季野球大会 

【２回戦】飯南 ２－０ 益田翔陽 

【３回戦】飯南 ０－８ 立正大淞南 

（７回コールド） 

石見智翠館高校＆飯南３校合同オータムコンサート 

 今年も石見智翠館高校の吹奏楽部の皆さんをお迎え

し、オータムコンサートを開催しました。 

 部長の戸谷なごみさんは、「１部では連携中学校との

飯南３校合同演奏、２部では智翠館高校の単独演奏、

３部では４校合同で演奏を行いました。『アルセナー

ル』や『もののけ姫セレクション』など、少人数では

演奏することができない曲を４曲演奏しました。練習

の時間には、智翠館高校の方々と交流を深めながら大

編成で演奏できる貴重な機会を楽しむことができまし

た。また、智翠館高校の普段の基礎練習を体験させて

もらうことができたので、参考にして来年に向けて努

力していこうと思いました。」と話してくれました。 

島根県高等学校卓球選手権大会 

【男子ダブルス】２ペア出場 

  中原陸・高岡祐太 ２回戦進出 

【女子ダブルス】１ペア出場 

【男子シングルス】６名出場 

【女子シングルス】２名出場 

  倉橋瑞季  ２回戦進出 

  明見菜々子 ２回戦進出 


